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1．はじめに

　本稿で は その 4 に続 き，プ レス トレ ス トコ ン クリ
ー

ト造建物を用

い た 実験の 結果 にっ い て述 べ る．

2．全 体挙動

　 実 験結果
一

覧を表 1に示 す．表 中 の 周 期 は 地 震 波 加 振 後 の

弱 い ホ ワイ トノイズ 加 振 か ら得たもの で ある．

　 図 1 に，JMA 　Kobe　loova入 力の 場 合 につ い て ，全 体 変形 角（外

力 重 心 位 置 に近 い の 3F 変位 を 3F 高さ 9m で 除 したもの ）と 1 階

層 せ ん 断 力 の 関 係 を示 す ．X 方 向 で は大 きな履 歴 ル ープ が 見

られ ，そ れ 以 後は 剛性劣化し周期が やや 伸び たこ とが分か る，

Y 方向（壁方向）に つ い て は ，ル ープ形状 は安定 して い るが，と

サ イクル を追うごとに 剛性 が 劣化 した．

　 図2 に 最大 層間 変形 角 の 分布を示す．JMA−Kobe の 50 ％ 加

振まで は，い ずれ の 方向も最大層間変形角 は Q．005rad 程 度

で ，全 層 が ほ ぼ一
定の 分布 形 状 に なっ た ．X 方 向の 1 次固 有

周 期 に 変化 は な か っ た．Y 方 向 は ，　JMA−Kobe の 50 ％加 振 で

若 干 伸び て 0．37 秒 となっ た．JMA−Kobe の 100 ％加 振 に お い

て は ，X 方 向の 純 フレ ーム 構 造 の 変 形 が 急激 に増 大 し，1 階 で

最大層間変形角が 0，04rad を超 えた．また，その 変形 は下 2

層に集 中した ．一方，Y 方向 は，ア ン ボ ン ドプ レ ス トレ ス ト連 層

耐 震壁の 効果で 最大変形角が，O．017　 rad に とどまり，各 層の

変形もほ ぼ一定 の 分布 となっ た．この 時 点 で ，X 方 向 の 1 次 固

有周 期 は 0，69秒 に ，Y 方向の 1 次固有周期は 0．52 秒となっ

た ．JR一丁akatori の 60 ％加 振 で は ，さらに 顕 著 に 違い が表 れ た，

　図 3に全 体変形 角
一1 階層 せ ん 断力 関係 の 包 絡線 を示 す，X 方

向で は ，JMA−Kobe 波 の 100 ％加 振 に お い て，0．015　 rad 時 に

最 大 層せ ん 断 力 を 生 じ，そ の 後 は なだ らか な耐 力 低 下 が 生 じ

た が，変形角 0，04rad 時 に お い て も，最 大 層せ ん断 力 の 85 ％

程度を負担 した。Y 方 向で は，　JMA−Kobe 波 の 100 ％ 加 振 に

お ける約 0．01rad 時 に 耐力 が 計 算値の 約 L5 倍 に 達した．

JR−Takatori波の 60％加 振 で は，繰 り返 し変 形 の 影 響 で低 下 し，

約 O．Ol5　rad の ときに最 大 層 せ ん 断 力 の 75 ％程 度とな っ た．

　 図4 に層せ ん 断力係 数 分布 を示す．各 階の 値 を1階 の 値で 基 準

化 して お り，各 階 の 最 大層 せ ん 断力係 数の 分布，お よび 1 階の 最

大層せ ん 断 力 時の 分布 を示 し て い る、X 方 向，　Y 方 向ともJ 各 層 の

最 大層 せ ん 断力 係数 比が Ai 分布 に 近 くなっ た．1 階の 最 大 層 せ

ん 断 力 時の 層 せ ん 断 力係 数 は，純フ レームの X 方 向 に お い て より

矩 形分布 に 近くなっ た．

表 1 実 験結 果一
覧

最 大層 間 変形 角 ［rad］ 加振後周期 周

X 方 向 Y 方 向 X 方 向 Y 方 向

加振 前
　 一 o、450 、29
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JMA　Kobe　lOO％ 0．0410 ，0正了 0、690 ，52
JR　Takatoh　40％ 0、DI50 ．0090 ．68O ．51
JR　Tak且tori　60監 o．D62O ．Ol6o ．84O ．55
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　　 図 1 全 体変 形 角 一 1 階層せ ん 断 力関係 （Kobe 　100％）
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　　　　　　 図 2 最大層 間変 形の 分 布
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図 3 全 体変形 角 一1階層せ ん 断 力関係 の 包 絡線図
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3．部材の 挙動

3．1各構面の 応 答 性 状

　実験 で は 捩 れ 応 答が 生 じ，Y 方向 に影響 が顕著で あっ た．

試 験体の 偏心 は無 視で きる程 度であ っ たが，A 通 りの み 下 2層

に 鋼繊維 補 強 を施 した ため 両構 面 の 劣 化 性 状 が異 なり，偏 心

が 生 じた と考 えられ る．以 降，X−1 通 りと Y−C 通 り（変 形 が 大き

い ｛則）の 構 面 を対象とす る．図 5 に X−1 通 り，Y−C 通 りの 部 材

変形 の 計 測概要を示 す．

3．2 長 辺 方 向 （X 方 向 ）

　図 6 に 層 間変形 角 に 対 す る梁端 変形 角 ，柱 脚 変形 角 割合を

示 す．梁 の 変 形 角 は 下 階 の 層 間 変 形 角 で，柱 脚 変形 角 は 1階

層 間 変形 角 でそ れ ぞれ 除 してい る．い ず れ も，傾 向 はほ ぼ等 し

く，隅 柱と中柱 にお い て柱 脚 と 2 階 の 梁 端 の 変形 比 が 1 に近

く，3 階 の 梁 にお い て 変 形 比 が 約 0．5 に低 下 して い る．こ れ は，

下 2 層 の 部 分 崩 壊 形 にお ける特 徴 を表 して お り，2 階の 柱頭

に お い て ヒ ン ジ が生 じたため に ，そ の 分 3 階床 レベ ル の 梁 端 の

回 転 が 小 さくな っ たもの で あ る．な お，3 階 で も柱 が変 形 し，4

階 の 梁端 に お ける変形比 も小 さくな っ た．

3．3 短辺 方向（Y 方向）

　図 7 に 各階の 壁 脚部に お ける滑りお よび 浮 上 が りに よる回 転

が層間変形 に 占め る割合を示 す．壁 脚滑 りは各階で 殆 ど無 く，

1階で は 層間変形 の 殆 どが脚部 回 転で もたらされ えて い る 事が

わか る．2階以上 で は 浮 上 がり，滑 りともに殆 ど無 く下階か らの

回 転 が層 間 変形 の 殆 どを占 めて い る．

　図 8 に 境界 梁の 端 部 回 転 角 と層 間変 形 角 を示 す （柱 側 の 梁

端 を黒 色，壁 側 を灰 色）．正 負 ともに 両端 が ほ ぼ同 じ値 とな り，

境 界 梁 が 柱 側 にお い て も柔 軟 に 回転 したことが分 かる．また，
正 方 向 に お い て は，壁 が 浮 き上 が るこ とに より梁 端 の 回 転 角 が

層 問 変形 角 を大きく超 え る．壁 脚 回 転 の 中立 軸 位 置 を圧 縮 縁

か ら 400mm と仮定し壁境界 部の ．ヒ下 動を考慮し層 間 変形 角

を元 に幾何学的に 求めた梁端 の 回 転角 を図 10 に示 す．計測

結果 とよく
一

致して お り，1 階の 壁 脚 の 回 転が
．一
定の 圧 縮部領

域を軸 とし安定的 にロ ッキン グしたことが示 唆され る．

4．ま とめ

　プ レ ス トレ ス トコ ン クリ
ー

ト建物 に 関す る実験 結果 を述べ た、

1，X 方向の 純フ レ
ー

ム 構造 が 1 階と 2 階にお い て 変形 が 進

　　行する部分 降伏機構 を示 した．

2．ア ン ボ ン ドプ レ ス トレ ス ト連層 耐 震 を組 み 込ん だ Y 方向 で は．

　　常 に ほ ぼ一
様 な 層間変形 角 分 布 を 示 し，最大 層 聞変 形 角

　　 は O．02rad 以 下 にとどまっ た，

3．短辺 方 向 は ，
1 階の 壁 脚 の 回 転にお い て 連 層 壁 全 体 が 剛

　　 体 的 にロ ッ キン グして全 体 降伏 機 構 を実 現 した．
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図 5 計 測 概 要

　 ll　 o5 　 1．o　 　 u　 　  ．5　 10 　 鹽 5

　 　 　 Ratjo⊂Ob．厂e尸lOf ／e．）

隅柱位置 　　　　中柱位置

　（a）
．Kobe 　100％入 力

R鬥 ．

4卜
．
［

3FI．

IF／．

　 k 回

Hcu皿：nd
　 4HB4Hmtnd

　 1 目

H：SuL 蟹聰d
　 z 凪．
B閏m じ耐
〔01LLm眄
　ヒ1usc

．／9Bcan 　ond　rotataon
／b） Cotu 皿b躍r。画 on

◎ W 呂四 bafi：rotatio ロ
璽望 a里憾 肇 璽P ．．．．

　   　 　a．5　 乱．O　 　 O　 　O．fi　 Ln 　 Ij

　 　 HEtie 〔％．．’e、．　 e「・m ．］

隅柱 位置　　　 中柱位 置

（b）Takatod 　60％入 力

図 6 層 間変形 角に 占め る梁端 部の 変形 角の 内訳
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　 図 7 層 間変 形に 占め る柱 脚 回 転，滑りの 割 合
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図 9 層 間変形 角 と梁端変形角
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図 10 梁端変形角 と計算値

図 11 損傷状況 （JMA　Kobe　IOO％入力加 振後）
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